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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ複数の頂部デッキボード部材、横梁ボード部材および底部デッキボード部材を
有し、底部デッキボード部材を連結用のブロック部材により横梁ボード部材に取り付け、
また、パレット素子をコネクタ手段によって、互いに取り付けたパレットであって、修理
すべき該パレットおよび／またはパレット素子を整列および／または保持する装置におい
て、
　各底部デッキボード部材および／または各連結用ブロック部材のそれぞれに対して少な
くとも１個の不動側方ストッパ部材および可動側方ストッパ部材を設け、
　各可動側方ストッパ部材は、個々の底部デッキボード部材および／または個々の連結用
ブロック部材を、それぞれ、対応する不動側方ストッパ部材に押し付けるようにし、これ
により、個々の底部デッキボード部材および連結用ブロック部材を、それぞれ、少なくと
もパレットの長手方向軸線に直交するラインに対して位置決めし、この位置に保持するよ
うにし、
　前記装置は、前記不動側方ストッパ部材とともに前記パレットの不動の基準ポイントを
規定する不動長手方向ストッパ部材を有し、前記不動側方ストッパ部材と前記不動長手方
向ストッパ部材を相互に９０°オフセットさせて配置するとともに、これら不動ストッパ
部材のそれぞれに対応して、少なくとも１個の可動長手方向ストッパ部材および前記可動
側方ストッパ部材を設け、前記パレットをその周縁に沿ってこれら不動ストッパ部材のそ
れぞれに押しつけて前記パレットを前記不動の基準ポイントに位置決めすることを特徴と
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するパレット修理用整列および／または保持装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のパレット修理用整列および／または保持装置において、
　可動側方ストッパ部材を、各不動側方ストッパ部材に割り当てたことを特徴とするパレ
ット修理用整列および／または保持する装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のパレット修理用整列および／または保持装置において、
　各連結用ブロック部材のそれぞれに対して、１個の不動側方ストッパ部材および１個の
可動側方ストッパ部材を設け、
　これら不動および可動の側方ストッパ部材を、対にして協調動作させ、連結用ブロック
部材および底部デッキボード部材の両方を、少なくともパレットの長手方向軸線に直交す
るラインに関して整列させ、この整列した位置に保持するようにしたパレット修理用整列
および／または保持装置。
【請求項４】
　３個の底部デッキボード部材および９個の連結用ブロック部材を有するユーロ型パレッ
トを整列および／または保持する請求項１～３のいずれか一項に記載の装置において、
　９個の不動側方ストッパ部材、ならびに９個の可動側方ストッパ部材を有し、
　前記可動側方ストッパ部材は、個々の底部デッキボード部材および／または連結用ブロ
ック部材を、前記不動側方ストッパ部材に押し付け、前記個々の底部デッキボード部材お
よび／または連結用ブロック部材を、パレットの長手方向軸線に直交するラインに関して
整列し、この整列位置に保持し得るようにしたことを特徴とする、パレット修理用整列お
よび／または保持装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のパレット修理用整列および／または保持装置にお
いて、
　パレットを収容する矩形状の凹所を設け、
この凹所における一方の長手方向の壁は、少なくとも１個の不動側方ストッパ部材を有す
るとともに、他方の長手方向の壁は、少なくとも１個の可動側方ストッパ部材を有するも
のとしたことを特徴とするパレット修理用整列および／または保持装置。
【請求項６】
　請求項５に記載のパレット修理用整列および／または保持装置において、
　前記凹所の前壁は、前記少なくとも１個の不動長手方向ストッパ部材を有し、前記凹所
の後壁は、前記少なくとも１つの可動長手方向ストッパ部材を有するものとしたことを特
徴とするパレット修理用整列および／または保持装置。
【請求項７】
　請求項５または６に記載のパレット修理用整列および／または保持装置において、
　前記凹所の内部に設ける前記不動側方ストッパ部材、及び前記可動側方ストッパ部材の
高さを、前記凹所の境界を定める前記壁をなす外側のストッパ部材の高さよりも低くした
ことを特徴とするパレット修理用整列および／または保持装置。
【請求項８】
　請求項５に記載のパレット修理用整列および／または保持装置において、
　前記凹所における一方の長手方向の壁を、３個の不動側方ストッパ部材によって構成す
ると共に、他方の長手方向の壁を、３個の可動側方ストッパ部材によって構成し、
　前記凹所における前面および後面のうちの一方を、可動長手方向ストッパ部材によって
構成すると共に、前記凹所における前面および後面のうちの他方を、不動長手方向ストッ
パ部材によって構成したことを特徴とするパレット修理用整列および／または保持装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載のパレット修理用整列および／または保持装置にお
いて、
　各可動ストッパ部材は、液圧、空気圧、または電気機械的に作動する少なくとも１個の
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圧力シリンダを有し、
　この圧力シリンダは、対応の不動ストッパ部材に向かう方向に、少なくとも５ｋＮの圧
力を発生し得るように構成したことを特徴とするパレット修理用整列および／または保持
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、修理すべきパレット、またはパレット素子、またはその双方を、整列、また
は保持、または整列かつ保持する装置に関する。パレットは、複数個の頂部デッキボード
部材、横梁ボード部材および底部デッキボード部材からを有し、底部デッキボード部材は
、連結ブロック部材によって横梁ボード部材に取り付ける。パレット素子は、コネクタ手
段、特に釘、によって互いに取り付ける。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、損傷したパレットを修理する方法および装置について記載している。損
傷したパレットは、頂部を下に向けた姿勢で、機械テーブルに位置決めし、固定する。そ
の後、損傷した連結用ブロックおよびボード部材を、3個の座標軸に沿って移動可能な分
離装置によって切り抜く。分離装置は、垂直方向に移動する駆動軸を設けた機械ヘッドを
有する。駆動軸の端部には、回動する丸鋸ブレードを取り付ける。丸鋸ブレードの直径は
、縦（長手）方向に延在する連結用ブロック部材の列間距離より小さいものを、選択する
。このようにして、丸鋸ブレードは縦（長手）方向に延在する2列の隣り合った連結用ブ
ロック部材間の空間に移動することができ、結果的に、パレットの損傷した素子を選択的
に鋸切断できる。損傷した素子を分離する際、コネクタ手段、例えば、釘、を切り離す。
損傷した要素を取り外した後、パレットは、供給および組立ステーションに転送し、この
供給および組立ステーションでは、交換すべき素子が対応位置に送られ、位置決めされる
。新しい部品の実際の取り付けは、2台の釘打装置で、頂部および底部から同時に釘を打
ち込むことにより実行する。
【特許文献１】独国特許出願公開第４３０８５８０号明細書
【０００３】
　特許文献２も、損傷した木製パレットを修理する方法および装置を記載している。この
刊行物によると、第１ステップで、損傷したボード部材および／またはスキッドを、修理
すべきパレットから切り離す。第２ステップで、新しい部品を、パレットに整列させ、こ
の後、釘で固定する。更なるステップで、パレットを押圧し、これにより、完全には打ち
こまれていない釘および完全には着座していないボード部材を適切な位置に移動せしめる
。これらの方法ステップを実行する装置は、パレットを送り込むためのフィードコンベヤ
と、積み重なったパレットを個別に取り出すデスタッカーと、損傷した部品を選択的に分
離する分解ステーションと、損傷した部品を交換するための組立ステーションと、交換し
た部品を取り付けるためのセンタリングおよび釘打ちステーションと、突出している釘お
よび完全に着座していないボード部材を圧入するためのプレスステーションとから成る。
とくに、心出しおよび釘打ちステーションは、スキッドの交換および頂部デッキボード部
材の交換において正確な位置決めを行う。この目的のため、心出しおよび釘打ちステーシ
ョンに、パレットの３個のスキッドを収容し得る３個の心出しチャネルを設ける。右側の
心出しチャネルには、不動の外壁と、ばね負荷した押圧部材の影響の下に移動可能な可動
壁とを設けるとともに、中央の心出しチャネルには、ばね負荷した押圧部材の影響の下に
内方へ押圧される２個の移動可能な可動側壁を設ける。２個の側壁に作用する２個の押圧
部材のばね力は、中央のスキッドを不動の右側外壁に関して位置決めできる寸法のものを
選択する。最後に、左側の心出しチャネルは、可動内壁および可動外壁を有し、双方とも
ばね負荷した押圧部材の影響の下に移動可能にし、この場合、外壁を内壁より高くする。
このことにより、左側スキッドを含むパレット全体が、不動側壁に押し付けられ、この結
果として、位置決めされることになる。
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【特許文献２】独国特許出願公開第１９８２２２２９号明細書
【０００４】
　本発明の目的は、上述したような修理すべきパレットおよび／またはパレット素子を整
列および／または保持する装置を改善することにあり、部分的に分解したパレットに固定
すべきパレット素子、および位置がずれたおよび／または回動した素子、特に底部デッキ
ボード部材および／または連結用ブロック素子を、装置における適正位置に整列かつ保持
し、これにより、新しいコネクタ部材を適用して所要の正常位置に取り付けることができ
るパレット修理用整列および／または保持装置を得るにある。
【０００５】
　これらおよび他の目的を達成するため、本発明は、複数個の頂部デッキボード部材、横
梁ボード部材および底部デッキボード部材を有するものとし、底部デッキボード部材は、
連結用ブロック部材によって横梁ボード部材に固定するものとし、またパレット素子を、
コネクタ手段、特に釘、によってそれぞれ固定するものとするパレットであって、修理す
べきパレットおよび／またはパレット素子を整列および／または保持する装置を提供する
。本発明パレット修理用整列および／または保持装置は、各底部デッキボード部材および
／または各連結用のブロック部材のための、少なくとも１個の不動側方ストッパ部材およ
び可動側方ストッパ部材を設け、各可動側方ストッパ部材は、個々の底部デッキボード部
材および／または個々の連結用ブロック部材を、それぞれ、対応する不動側方ストッパ部
材に押し付けるようにし、これにより、個々の底部デッキボード部材および連結用ブロッ
ク部材を、それぞれ、少なくともパレットの長手方向軸線に直交するラインに対して位置
決めし、この位置に保持するようにしたことを特徴とする。
【０００６】
　他の本発明の目的は、パレットの外側の寸法（外形寸法）を所定限界内に納めるのを確
実にする装置を得るにある。この目的を達成するため、本発明装置は、さらに、少なくと
も１個の不動長手方向ストッパ部材および少なくとも１個の可動長手方向ストッパ部材を
設け、これら少なくとも１つの不動および可動の長手方向ストッパ部材の各々は、前記側
方ストッパ部材に直交する方向に延在し、特に長手方向の寸法精度を画定し得るようにし
、および／または頂部デッキボード部材および／または底部デッキボード部材をパレット
の長手方向軸線に関して整列させ、この整列位置に保持し得るようにする。
【０００７】
　本発明の装置の好ましい実施例および他の発展形を、従属請求項２，３、および５～１
１に記載する。
【０００８】
　以下において、本発明による装置の好ましい実施例を、添付図面につき詳細に説明する
。
【０００９】
　図１は、パレット１を斜視図で示す。図示のユーロ型のパレット１は、木製構成部材だ
けで形成し、縦方向に延在する５個の頂部デッキボード部材２ａ～２ｅと、これら頂部デ
ッキボード部材２ａ～２ｅの下側で横方向に延在する３個の横梁ボード部材３ａ～３ｃと
、ならびに、縦方向に延在する３個の底部デッキボード部材４ａ～４ｃとを有する。３個
の底部デッキボード部材４ａ～４ｃのそれぞれを、３個の連結用ブロック部材（以下、「
ブロック部材」と略称する）５ａ～５ｃによって、３個の横梁ボード部材３ａ～３ｃに固
定する。５個の頂部デッキボード部材２ａ～２ｅに関しては、内側の２個の頂部デッキボ
ード部材２ｂ，２ｄを、外側の２個の頂部デッキボード部材２ａ，２ｅおよび中心の頂部
デッキボード部材２ｃよりも、幅を狭くする。パレットの個々の要素は、コネクタ、好ま
しくは釘６で、固定する。この場合、釘６はパレット１の頂部側およびパレット１の底部
側の双方から打ち込む。頂部側からパレット１に打ち込む釘６は、各頂部デッキボード部
材２ａ～２ｅを、それぞれの下方に位置する各横梁ボード部材３ａ～３ｃ、ならびに対応
するブロック部材５に固定するとともに、パレット１の底部側から打ち込む釘６は、各底
部デッキボード部材４ａ～４ｃを、対応するブロック部材５に固定する。換言すれば、パ
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レット１の頂部側から打ち込む釘６は、頂部デッキボード部材および横梁ボード部材の双
方を貫通して、ブロック部材５に着座するが、パレット１の底部側から打ち込む釘６は、
底部デッキボード部材を貫通して、やはり連結用のブロック部材５に着座する。パレット
１の底部側から打ち込んだ釘６は、図１では見えないことを理解されたい。パレットの縦
方向軸線を、付号Ｌ１によって示す。
【００１０】
　図２は、パレット１を部分的に分解した状態を示す。特に、先行するステップで、例え
ば、３個の横梁ボード部材３ａ，３ｂ，３ｃの下側で釘をカットすることによって、取り
外したスキッド（滑材）がない状態を示す。取り外したスキッドに代わり得る新しいスキ
ッド素子８を、図２に別個に示す。
【００１１】
　図３は、パレットおよびパレット素子を整列および保持するパレット整列および保持装
置１０の斜視図を示す。図示の装置は、とくに、木製のユーロ型のパレット、ならびに、
このユーロ型のパレットの素子を整列および保持するのに適している。一方では、この装
置は、修理すべきパレット、ならびにこのパレットに正確に規定した位置で固定すべき交
換素子を整列させ、また、このパレットおよびパレット素子を整列位置に保持し、コネク
タ、特に釘で新しいパレット素子をパレットに固定でき、もしくは、パレットを安定させ
るため付加的なコネクタを適用するのに適している。他方では、この装置は、個々のパレ
ット素子、特に底部デッキボード部材および／または連結用ブロック部材を位置的に整列
させ、また、これらパレット素子を保持するのに使用でき、これにより、新しいコネクタ
を適用することによってパレット素子をパレットの適正な位置固定できるようにする。後
者は、特に緩んだ、もしくはグラつくパレットを修理する場合に特に有利である。
【００１２】
　図３に示す装置は、パレットを収容する準備が整った初期位置を示す。この装置はベー
スフレームを有し、このベースフレームは、４個の脚部材と、２個の長手方向支持部材１
１，１３と、３個の横方向支持部材１５，１８，２１を有する。横方向支持部材１５，１
８，２１の各々は、ほぼＬ字状の設計とし、それぞれ、垂直方向に突出するベース部分１
６，１９，２２を有し、また、このベース部分に固定してパレットの長手方向側面が衝合
する側方ストッパ部材１７，２０，２３を形成する。この側方ストッパ部材は、実際には
、矩形のプレート部材によって構成する。横方向支持部材１５，１８，２１の頂部側面は
、詳しくは後述するが、パレットの底部デッキボード部材のための載置面を構成する。最
も手前の横方向支持部材１５には、上述の側方ストッパ部材に直交させて不動に固定した
細条部材の形式とした前面ストッパ部材２４を設ける。この前面ストッパ部材２４は、パ
レットの前面のための不動の止め部を構成する。さらに、最も手前の側方ストッパ部材１
７は、上述の前面ストッパ部材２４と共に、装置に収容すべきパレットのための不動の基
準ポイントをなす。
【００１３】
　２個の長手方向支持部材１１，１３も、やはりほぼＬ字状の設計とし、それぞれ、長手
方向支持部材１１，１３の長手方向部分に対して直交する方向に延在し、液圧シリンダ２
６，２７を設けたベース部分１２，１４を有する。これら液圧シリンダ２６，２７には、
細条部材の形式とした可動後面ストッパ部材２８を取り付け、この可動後面ストッパ部材
２８により、パレットを不動前面ストッパ部材２４に向かう方向に押圧できる。
【００１４】
　各横方向支持部材１５，１８，２１の不動側方ストッパ部材１７，２０，２３の反対側
端部には、可動側方ストッパ部材３１，３３，３５を設け、これら可動側方ストッパ部材
３１，３３，３５は、図示の実施例では、矩形のプレート部材で構成し、液圧シリンダ３
０，３２，３４によって作動させる。このように、上述した３個の不動側方ストッパ部材
１７，２０，２３は、３個の可動側方ストッパ部材３１，３３，３５と共に、また、不動
および可動の前面および後面のストッパ部材と共に、パレットを収容する矩形の凹所を画
定する。
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【００１５】
　各横方向支持部材１５，１８，２１の端部に配置した上述した３個の不動側方ストッパ
部材１７，２０，２３の他に、装置には、さらに、６個の不動側方ストッパ部材３７，４
０，４３，４６，４９，５２を設ける。このように、全体で、９個の不動側方ストッパ部
材１７，２０，２３，３７，４０，４３，４６，４９，５２を設け、これらの位置はパレ
ットにおける９個の連結用ブロック部材の位置と整合する。これらの９個の不動側方スト
ッパ部材１７，２０，２３，３７，４０，４３，４６，４９，５２の各々に、可動側方ス
トッパ部材３１，３３，３５，３８，４１，４４，４７，５０，５３を割り当て、これら
可動側方ストッパ部材を液圧シリンダによって作動させる。このように、不動および可動
の側方ストッパ部材を対にした組立体を設けることにより、パレットにおける３個の底部
デッキボード部材、ならびに９個の連結用ブロック素子を、互いに平行に整列し、この整
列状態において保持することを確実にする。さらに、各底部デッキボード部材、ならびに
各底部デッキボード部材に割り当てた３個の連結用ブロック部材を、不動側方ストッパ部
材１７，２０，２３，３７，４０，４３，４６，４９，５２に押し付けるため、３個の底
部デッキボード部材および９個の連結用ブロック部材は、互いに平行となるよう整列する
だけではなく、パレットの長手方向中心軸線に対して直交する方向に延在するラインに関
して、これら部材の位置を絶対的にセットする。このように、本発明装置は、一方で、緩
んでグラつくパレットを修理するのに適し、この修理の際に、底部デッキボード部材の位
置、ならびに連結用ブロック部材の位置を、点検およびセットし、また修復しなければな
らない。他方で、本発明装置は、また、底部デッキボード部材および／または連結用ブロ
ック部材および／またスキッド素子を位置的に正確に取り付けることに特に適している。
すなわち、これらの部材および素子は、長手方向中心軸線に関して位置決めされ、９個の
可動側方ストッパ部材によってクランプされるからである。本発明装置は、また、頂部デ
ッキボード部材および／または横梁ボード部材の固定にも使用できると理解されたい。
【００１６】
　凹所内に配置した可動側方ストッパ部材３８，４１，４４，４７，５０，５３を移動さ
せる６個の液圧シリンダの上方に、それぞれ、パレットの横梁ボード部材を載置する支持
プレート部材３９，４２，４５，４８，５１を設ける。なお、図3に示すように、最後方
の側方ストッパ部材５３については、支持プレート部材を示さない。これにより、側方ス
トッパ部材５３を移動するのに使用する液圧シリンダ５４が見える。しかし、このストッ
パ部材５３もまた、実際には支持プレート部材を設けると理解されたい。すなわち、それ
は、理解を容易にするため図面において省略したにすぎないからである。各液圧シリンダ
５４は、対応の不動ストッパ部材の方向に、少なくとも５ｋＮ、特に、少なくとも１５ｋ
Ｎの力を発生し、位置がずれたおよび／または向きがずれたと考えられるパレット素子、
特に連結用ブロック部材および／または底部デッキボード部材、がそれらの所定の位置に
押し戻されることを確実にし得るものでなければならない。
【００１７】
　図４は、収容したパレット１とともに、操作中の状態にある装置１０を示す。「操作中
の状態」という表現は、全ての可動ストッパ部材が液圧シリンダを作動させることによっ
て操作位置に据えられることにより、パレット１が装置１０においてクランプされること
を意味する。図４に明示するように、３個の不動側方ストッパ部材１７，２０，２３に対
してパレット１を横方向に押圧する３個の可動側方ストッパ部材３１，３３，３５によっ
て、また、不動長手方向ストッパ部材２４に対してパレットを長手方向に押圧する可動長
手方向ストッパ部材２８によって、パレット１は、整列されてパレット１の周縁に沿って
保持される。このことにより、パレット１の外側寸法を、一定の所定名目寸法値の範囲内
に納めるのを確実にする。パレットの実際の外側寸法をモニタするために、適宜、付加的
なセンサ手段を設けてもよい。また、図４の具体例において図示されない残りの可動側方
ストッパ部材が作動して、パレットは、図４に示すようにそれぞれ保持されクランプされ
ていると理解されたい。さらに、可動および不動の側方ストッパ部材の協調動作によって
、少なくともパレットの長手方向軸線に対して直交する方向に底部デッキボード部材およ
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び連結用ブロック部材の双方が位置的に整列され、またクランプされることを確実にする
。一旦パレットが図４に示すようにクランプした状態にすると、新規なコネクタを使用す
ることによって、個々のパレット素子を所定の適正位置に固定することができる。
【００１８】
　このように、本発明装置の補助の下、また、新たなコネクタを使用することによって、
結果的に、パレットの外側寸法を、所定の名目寸法値の範囲内に収めることができ、また
、全ての底部デッキボード部材ならびに連結用のブロック部材を互いに平行に整列し、少
なくともパレットの長手方向軸線に直交するラインに関して位置的に適正に配置すること
ができる。
【００１９】
　損傷した底部デッキボード部材を個々に取り替えるのでなく、常にスキッド素子の形式
として取り替えると好適であり、その結果、新たなコネクタ素子をパレットを頂部側から
適用できるという利点が得られる。
【００２０】
　図５は、図３に示す装置における中央の横方向支持部材１８の延長線上に沿う断面図を
示す。これにより、図５は、対応の液圧シリンダ３２，５７，５８を有する３個の可動側
方ストッパ部材３３，４７，４４、ならびに、３個の不動側方ストッパ部材４６，４３，
２０の配置を明示する。可動側方ストッパ部材３３，４７，４４および不動側方ストッパ
部材４６，４３，２０は一列に配置し、いずれの場合においても、可動側方ストッパ部材
は不動側方ストッパ部材と対（３３，４６；４７，４３；４４，２０）となって協調動作
する。この図では、可動側方ストッパ部材３３，４７，４４は、後退した休止位置の状態
を示す。可動側方ストッパ部材３３，４７，４４が休止位置にある場合、パレットを装置
に挿入できる。例えば、１個の底部デッキボード部材またはスキッドを取り替える場合、
まず、新しい底部デッキボード部材および新しいスキッドを、それぞれ、装置の適正位置
に挿入し、その後、部分的に分解したパレットを挿入する。
【００２１】
　図５から明らかなように、内側の側方ストッパ部材４６，４７，４３，４４は、外側の
側方ストッパ部材３３，２０より低い高さにする。図示の実施例では、内側の側方ストッ
パ部材４６，４７，４３，４４の高さを、外側の側方ストッパ部材３３，２０の高さより
も、頂部デッキボード部材の厚みにパレットの横梁ボード部材の厚みを加算した量だけ少
なくする。さらに、各液圧シリンダ５７，５８の背部が不動側方ストッパ部材４６，４３
に静止していることがわかる。
【００２２】
　図６は、図３に示す装置の後方の長手方向支持部材１３の延長線上に沿う縦断面図を示
す。この図から、横方向支持部材１５，１８，２１の頂部１５ａ，１８ａ，２１ａが、パ
レットの底部デッキボード部材を置くことができる受け面を構成することがわかる。図６
ではさらに、不動長手方向ストッパ部材２４、ならびに、２個の液圧シリンダ２７，２６
（図３参照）によって可動である長手方向ストッパ部材２８が見える。
【００２３】
　図７は、図５に対応する装置の断面図を装置に収容したパレット１と共に示す。可動側
方ストッパ部材３３，４７，４４が後退位置すなわち休止位置にあるので、各側方ストッ
パ部材３３，４７，４４とこれら側方ストッパ部材に対応するパレット素子との間には、
それぞれ、隙間Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３がある。
【００２４】
　図８は、装置に収容したパレットと共に、装置が初期位置すなわち休止位置にある状態
の断面図を示す。パレット１の前面と後退した休止位置にあるストッパ部材２８との間に
も、隙間Ｓ４がある。
【００２５】
　図９は、装置に収容したパレットと共に、装置の操作位置の断面図を示す。この図から
明らかなように、内側２個の可動側方ストッパ部材４７，４４が、底部デッキボード部材
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４ｂ，４ａ、ならびに連結用ブロック部材５ｅ，５ｂを、対応の不動側方ストッパ部材４
３，２０に押し付ける。外側の可動側方ストッパ部材３３は、１個の底部デッキボード部
材４ｃ、ならびに対応の連結用ブロック部材５ｆを、隣接の不動側方ストッパ部材４６に
押し付け、また、１個の横梁ボード部材３ｂを、外側の不動側方ストッパ部材２０に押し
付ける。これにより、３個の連結用ブロック部材５ｂ，５ｃ，５ｆは、３個の底部デッキ
ボード部材４ａ，４ｂ，４ｃと共に、パレットの長手方向軸線に直交する方向に固定およ
び位置決めされる。
【００２６】
　図１０は、装置に収容したパレットと共に、装置の操作位置の長手方向縦断面図を示す
。この図から分かるように、可動長手方向ストッパ部材２８は、各底部デッキボード部材
４ｂ、ならびに各頂部デッキボード部材２ｃの双方を、不動長手方向ストッパ部材２４に
押し付ける。さらに、外側の連結用ブロック部材５ａ，５ｃ、ならびに外側２個の横梁ボ
ード部材３ａ，３ｃ、を、外側に突出しないような付加を加える。
【００２７】
　要約すれば、損傷したパレットは、本発明装置の補助の下、容易にかつ迅速に修理でき
る点に留意されたい。すなわち、交換すべきパレット素子または部品を、部分的に分解し
たパレットに関して正確な位置に保持し、また、整列できるからである。さらにまた、損
傷のない状態であるべきパレットの素子、すなわち底部デッキボード部材、ならびに連結
用ブロック部材を、この装置によって、正確に位置決めし、また保持することを確実にし
、これにより、このパレット素子を、新しいコネクタ要素、特に釘を使用して、所定の整
列状態で分解したパレットに取り付けることができる。
【００２８】
　同様に、本発明装置は、緩んでぐらつくパレットを修理することに適しており、この場
合、部品または素子を交換する必要はなく、特定の部品または素子を再位置決めし、新た
なコネクタを使用することによって適正な向きに確実に取り付けるだけでよい。いずれに
せよ、可動ストッパ部材を不動ストッパ部材に適合させ、位置がずれたおよび／または誤
整列状態のパレット素子、特に底部デッキボード部材および／または連結用ブロック部材
を正しく整列させ、新たなコネクタを使用した後、これらパレット素子が所定位置に固定
されるようにする。
【００２９】
　望ましくは、本発明装置１０に取り付け装置を割り当て、これにより、新たなコネクタ
を修理すべきパレットに適用することができる。この種の取り付け装置は、例えば、普通
の空気圧駆動の手動操作する鋲打ち銃によって構成できる。しかし、完全自動鋲打ちロボ
ット設けることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】パレットの斜視図である。
【図２】部分的に分解したパレットおよび新たなスキッド（滑材）素子を示す斜視図であ
る。
【図３】修理すべきパレットおよびパレット素子を整列および保持する装置の斜視図であ
る。
【図４】図３に示す装置にパレットを収容した状態を示す斜視図である。
【図５】図３に示す装置の横方向縦断面図である。
【図６】図３に示す装置の長手方向縦断面図である。
【図７】装置にパレットを載置した初期位置の状態を示す横方向縦断面図である。
【図８】装置にパレットを載置した初期位置の状態を示す長手方向縦断面図である。
【図９】装置にパレットを載置した操作位置の状態を示す横方向縦断面図である。
【図１０】装置にパレットを載置した操作位置の状態を示す長手方向縦断面図である。
【符号の説明】
【００３１】
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　　　　　１　パレット
　２ａ～２ｅ　頂部デッキボード部材
　３ａ～３ｃ　横梁ボード部材
　４ａ～４ｃ　底部デットボード
　５ａ～５ｃ　連結用ブロック部材
　　　　　６　コネクタ（釘）
　　　　１０　パレット整列および保持装置
　１１，１３　長手方向支持部材
１５,１８,２１　横方向支持部材
１６,１９,２２　ベース部分
１７,２０,２３　不動側方ストッパ部材
　　　　２４　不動前面ストッパ部材
　２６，２７　液圧シリンダ
　　　　２８　可動後面ストッパ部材
３０,３２,３４　液圧シリンダ
３１,３３,３５　可動側方ストッパ部材
３７,４０,４３,４６,４９,５２　不動側方ストッパ部材
３８,４１,４４,４７,５０,５３　可動側方ストッパ部材
３９,４２,４５,４８,５１　　　　支持プレート部材
５４,５７,５８　液圧シリンダ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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